
発 本 原 第 2 6 1 号 

平 成 2 9 年 3 月 1 4 日 

原子力規制委員会 殿  

 

 住 所 福岡市中央区渡辺通二丁目１番 82 号  

       申 請 者 名 九州電力株式会社          

      代表者氏名 代表取締役社長  瓜生 道明  

 

 

 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正について 
 

 

 

平成 27 年 12 月 22 日付け、発本原第 233 号をもちまして認可の申請（平成 29 年 2 月 24

日付け、発本原第 238 号で一部補正）を行いました玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画

認可申請書を下記のとおり一部補正いたします。 

 

記 

 

 玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書を別添のとおり一部補正する。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 



別添 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の 

一部補正（平成 29 年 2 月 24 日／発本原第 238 号）の 

補正前後比較表 



 

 
 

-
 
1
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

25 

 

 

 

 

 

 

 

六 

２．核燃料物

質の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

-
 
2
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

25 

 

 

 

 

 

 

 

六 

２．核燃料物

質の管理 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

-
 
3
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

-
 
4
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

（改頁位置のずれ込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
5
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

102 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
6
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

102 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
7
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

103 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
8
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

103 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
9
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

106 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
1
0
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

106 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
1
1
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 備 考 

107 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
1
2
 
-
 

注）補正後欄の変更箇所表示は、補正事項に含まない。 

 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正後 備 考 

107 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.1.1 表 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

-
 
1
3
 
-
 

注）下線及び点線枠は補正箇所を示すものである。下線及び点線枠は補正事項に含まない。 

玄海原子力発電所１号炉廃止措置計画認可申請書の一部補正（平成 29 年 2 月 24 日/発本原第 238 号）の補正前後比較表 

頁 補正箇所 補正前（平成 29 年 2 月 24 日の補正） 補正後 備 考 

6-追-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類六 

追補１ 

Ⅱ． 使用済

燃料ピット

水大規模漏

えい時の使

用済燃料の

健全性につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ． 使用済燃料ピット水大規模漏えい時の使用済燃料の健全性について 

添付資料－２「玄海１号炉 クリープ歪の評価について」 

2. クリープ歪評価 

（３） 評価結果 

原子炉運転中の酸化減肉及び使用済燃料ピット水が全て喪失した後の空気中

での酸化減肉を考慮したとしても、上記評価条件での燃料被覆管のクリープ歪は

１年後においても約 0.9%であり、クリープ破断時の発生歪である約 3%を下回っ

ており、ピット水が喪失してから１年後においてもクリープ変形による破断は発

生せず、燃料健全性は維持される。※5 

 

※5 文献[8]では、使用済燃料中間貯蔵施設用金属キャスクの安全設計において、燃料

被覆管の健全性を確認するためのクリープ歪は 1%を超えないように制限すること

とされているが、文献[7]において、PWR では温度の範囲 330～600℃及び応力の範

囲18～384MPaにおける使用済燃料被覆管の破断歪は約3%以上であることが確認さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ． 使用済燃料ピット水大規模漏えい時の使用済燃料の健全性について 

添付資料－２「玄海１号炉 クリープ歪の評価について」 

2. クリープ歪評価 

（３） 評価結果 

原子炉運転中の酸化減肉及び使用済燃料ピット水が全て喪失した後の空気中

での酸化減肉を考慮したとしても、上記評価条件での燃料被覆管のクリープ歪は

１年後においても約 0.9%であり、クリープ歪の制限値である１%[8]を下回って

おり、ピット水が喪失してから１年後においてもクリープ変形による破断は発生

せず、燃料健全性は維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化（判断基準

の見直し） 
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